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Ａ．研究目的	

入浴施設のレジオネラ防止対策において最

も重要なのは自主管理であり、自主管理は日常

のレジオネラ検査がベースとなっている。すな

わち、自主検査のレベルアップが自主管理の向

上につながっていくことになる。しかし、現状

では検査法が多様であることから、検出率は検

査機関によって大きな差が生じているのが実

情である。そこで、検査方法の違いによる問題

点の認識を共有するとともに、検体採取から同

定・定量に至る検査技術の標準化を図るため研

修会を開催した。	

	

Ｂ．研修内容	

１．研修対象	

	 静岡県内の保健所に提出されるレジオネラ

属菌の自主検査結果にて確認できる検査機関

を調査し、県内検査機関の概要を把握した。	

	 研修会の開催はホームページに掲載し参加

希望機関を公募した。また、県内保健所に対し

ても開催を案内し参加を募った。	

２．研修参加機関	

	 検査機関 15 機関 25 名、静岡県内の保健所等

行政関係職員（静岡市及び浜松市を含む）23	 	

名が参加した。なお、参加者には実施している

検査方法について事前アンケートを行った。	

３．研修内容（資料１及び２）	

	 ①講義	 （４時間）	

	 	 健康福祉部生活衛生局の行政担当からレ

ジオネラ防止対策について、汚染事例を例に挙

（研究要旨）	

レジオネラ属菌の検査を行っている検査機関を対象にレジオネラ属菌同定法について研修会

を開催した。参加者は検査機関 15 機関 25 名、静岡県内の保健所（静岡市及び浜松市を含む）	 	 	 	 	

23 名であった。	

研修は、講義と実習の二部構成で行った。	

また、各検査機関が実施している検査方法を把握するため、事前アンケートを実施した。	

講義では、検査についての解説のほか、静岡県行政担当による「静岡県のレジオネラ防止対

策についての取組み」の解説の時間を設けた。また、麻布大学古畑勝則教授による「レジオネ

ラ属菌の細菌学的特徴と汚染対策」と題した特別講演を行った。	

実習では、検体の前処理方法、接種、同定方法、遺伝子検査法についての研修を行った。	

事後アンケートでの参加者の評価は良好で、来年度以降も開催を望む意見が多かった。	

なお、この研修会は静岡県健康福祉部生活衛生局衛生課の主催で開催した。	
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げて解説を行った。	

	 続いて、感染研で開催された「レジオネラ感

染リスクシンポジウム」の伝達講習、レジオネ

ラ検査の現状と静岡県環境衛生科学研究所の

SOP に基づく検査方法について解説した。	

さらに、「レジオネラ対策について～現場から

の報告～」と題し保健所担当職員が実際の指導

状況等について事例紹介を含め解説した。	

	 今回は、「レジオネラ属菌の細菌学的特徴と

汚染対策」と題し麻布大学古畑勝則教授による

特別講演を行った。	

	 ②実習（1 日）	

実習はバイオハザード区域で行うため、最初

に、バイオセーフティー講義を行った後に、検

体の前処理、同定方法及び遺伝子検査について

実習した。	

・	検体の前処理及び前処理	

濃縮ろ過法、酸処理、熱処理の３法をデ

モンストレーション後に研修生が実習した。	

それぞれの検体は、GVPC 培地に塗抹した。	

・	同定方法	

あらかじめ準備したレジオネラ属菌を塗

抹した GVPC 培地で、典型コロニーを観察し

た。	

また、斜光観察を行い、レジオネラ属菌と

他の菌との違いを観察した。	

鑑別培地への塗抹を実習し、あらかじめ

準備した鑑別培地でシステイン要求性の違

いによるレジオネラ属菌の同定方法を実習

した。	

レジオネラ属菌と同定された株について、

ラテックス凝集反応による血清型別試験を

実習した。	

また、昨年度希望の多かった PCR につい

ても実習を行った。	

	

４．アンケート結果	

	 	 参加した 13 の検査機関に対し、検体の採

取、濃縮、前処理、培養、同定、検体数につ

いて事前アンケートを行った。	

	 	 アンケート項目及び結果を資料３に示し

た。検体採取では 90％がチオ硫酸ナトリウム

処理を行っていた。また 81.8％が検体を濃縮

しており、うち 60％がろ過濃縮法を行ってい

た。前処理は酸処理を採用している機関が

54.4％と最も多く、酸処理と熱処理を併用し

ている機関が 36.4％であった。同定では、

30％が斜光観察を実施していた。また、

77.8％が L-システイン要求性を鑑別項目と

し、44.4％の機関が抗血清による同定をあわ

せて実施していた。また、遺伝子検査は

87.5％の機関が実施していなかった。	

今回のアンケート結果から、検査機関ごと

に実施している方法は様々であることが改

めて確認された。	

	

Ｃ．考察	

	 	 事後アンケートの結果、研修は概ね好評で

あった。すべての参加者が次年度の開催を希

望しており、検査技術レベルを維持するため

にも、研修は必要であると思われた。	

	 	 事前の各機関で実施している検査法に関

するアンケート結果から、レジオネラ属菌の

検査方法は機関ごとに大きく異なっており、

これがレジオネラ属菌の検査結果に差異を

生じる原因の一つであると考えられた。今回

の研修会では、静岡県環境衛生科学研究所の

SOP に基づく検査法により研修を実施したが、

斜光観察法は安価な機材を準備するだけで

実施可能であり、同定に際しての形態観察に

は大変有用であるため導入を検討したいと

する機関が多かった。しかし、今後も研修を

継続して実施するにあたっては、標準的検査

法を示すことが不可欠である。現在のレジオ

ネラ症防止指針に準拠するのか、ISO に準ず

る方法を取り入れるかなど早急に検討すべ

き課題であると思われる。研修の成果を検討

するには精度管理体制の構築も不可欠であ

り、標準検査法の確立と精度管理体制の構築

を進めることが、検査精度向上のために重要

であることが示唆された。	
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【資料１】平成 30年度レジオネラ属菌検査研修会（講義）次第 
	

平成 30 年度	 レジオネラ属菌検査研修会（講義）	

	

日	 時：平成 30 年 11 月 22 日（木）		13：00～17：00	

場	 所：静 岡 県 環 境 衛 生 科 学 研 究 所 	 別 館 会 議 室	

	

－研修次第－	

	

13:	00～	 		 	 	 	 	受	 付	

13：10～13：15	 	 	 開		会（挨	 拶）	 	

健康福祉部生活衛生局	 衛生課技監兼課長代理	 漆畑	 健	

13：15～13：30	 	 	 静岡県のレジオネラ防止対策についての取組み	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 健康福祉部生活衛生局衛生課	 生活衛生班	 稲葉尋高	

13：30～13：45	 	 	 「レジオネラ感染リスク	 シンポジウム」伝達講習	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 環境衛生科学研究所微生物部	 	 	 神田	 隆	

13：45～14：00	 	 	 レジオネラ属菌の検査方法について	 	 	 	

環境衛生科学研究所微生物部	 細菌班	 村田学博	

14：00～14：15	 	 	 レジオネラ属菌の分子疫学解析について	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 環境衛生科学研究所微生物部	 細菌班	 水本嗣郎	

14：15～14：35	 	 	 レジオネラ対策について～現場からの報告～	

熱海健康福祉センター	 衛生薬務課	 望月秀章				

	

14：35～14：50	 	 	 質	 	 疑	 	 	 	 	 	 	 	

14：50～15：00	 	 	 休	 	 憩	

15：00～16：30	 	 【特別講演】	

レジオネラ属菌の細菌学的特徴と汚染対策	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 麻布大学大学院教授	 古畑勝則先生	

16：30～16：50	 	 	 質	 	 疑	

16：50～17：00	 	 	 事務連絡	

17：00	 	 	 	 	 				閉	 	 会	
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【資料	 ２】平成 30年度レジオネラ属菌検査研修会（実習）次第 
 

レジオネラ属菌検査技術研修会（実習）	

平成 30 年 11 月 27 日、29 日	

10:00～10:05		受付	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

10:05～10:15	 バイオハザード講義	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

10:15～10:30	 SOP 解説	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

10:30～10:40		PCR 説明	

10:40～11:40	 PCR	 DNA 抽出（1 班 1 株）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Mixture	

																				サーマルサイクラーへ	

11:40～12:00	 フィルターろ過（デモのみ）	

12:00～13:00	 	 昼	 	 食	

13:00～14:20	 	 遠心法	

	 	 	 	 	 	 	 	 各処理法の説明	 	 酸処理、熱処理、コンラージ	

14:20～14:40	 	 PCR 産物	 ゲルにアプライ⇒泳動	

14:40～15:00	 	 斜光観察、鑑別培地	

15:00～15:10	 	 休	 	 憩	

15:10～15:20	 	 ゲル染色	

15:20～16:00	 	 血清型	

16:00～16:30	 	 PCR	 写真	

16:30～16:45	 	 まとめ	

16:45～16:55	 	 質疑	

16:55～17:00	 	 終了挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
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